
都道府県名 愛知県栄養教諭を中核とした食育推進事業
再委託先名 知多市事業結果報告書

１．事業推進の体制

２ ．

テーマ１ 事業内容

市町村教育委員会を主体とした食育の推進・拡充の取組

愛知県教育委員会は、知多市教育委員会に「学校食育推進モデル地域」として再委託し、栄養教諭を中

核とした食育を市町村教育委員会が主体となって推進・拡充する実践的研究に取り組んだ。

そして、知多市教育委員会が作成した「推進地域実践報告書」を、県内の市町村教育委員会や各学

校に配布することで、その取組内容や成果等を広めた。

知多市教育委員会での「栄養教諭を中心に学校・家庭・地域が一体となった食育の推進」をテーマ

とした以下のような取組の詳細については 「別紙報告書(再委託先)」参照。、

また、県内各市町村で教育委員会を主体として、食育支援体制が構築され、学校食育が一層推進

・拡充されるよう、次のような様々な機会を活用し、市町村教育委員会担当者等に啓発を行った。

○ 所管事務担当者会議(4/13)

<参加者> 教育事務所・市町村教育委員会食育担当指導主事等

<内 容> 市町村における食育推進体制の構築について

○ 市町村教育委員会学校給食主管課長会議(5/23)

<参加者> 市町村教育委員会学校給食課長等

<内 容> 市町村における食育推進体制の構築について

○ 学校食育推進者養成講座(8/24)

<参加者> 小中学校教諭・栄養教諭・学校栄養職員、各市町村教育委員会学校食育担当者等

<内 容> 安城市教育委員会(平成23年度モデル地域)の食育支援体制構築の取組及び平成23

年度愛知県学校給食優良校の実践発表等

テーマ２ 栄養教諭の実践効果を高め、広げる取組

－栄養教諭スキルアップセミナーの開催－

本セミナーは、栄養教諭の授業力や教職員等の連絡・調整の要としての力量を一層高めることなど

を目的とした県内の全栄養教諭を対象とした研修会で、昨年度から開催している。その概要は、次の

とおりである。
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【栄養教諭スキルアップセミナー】

１ 趣 旨

学校における食育を推進するために、栄養教諭については、食育を進めるにあたり授業力や

教職員等の連絡・調整の要としての力量を一層高めることが喫緊の課題である。そこで、今日

的課題を追究し、課題解決に向けての取組事例等を協議しながら実践力を養うことを目的とし

た研修会を開催する。

２ 運営委員会の開催

スキルアップセミナーを円滑に運営するために１１月１６日１４時から愛知県自治センター

において開催した。参加者は、小中学校栄養教諭７名、県立特別支援学校栄養教諭２名及び愛

知県教育委員会健康学習課職員２名であった。

３ スキルアップセミナーの開催 （参加者１２６名）

(1) 日時：平成２４年１１月３０日(金) １３時から

(2) 場所：愛知県自治センター

(3) 内容

① 伝達講習「健康教育指導者養成講座食育(専門)コース」

講師：西尾市立一色西部小学校 栄養教諭 丸山 真奈美先生

② グループ別協議（内容ごとに３分科会を設置）

<主題>「児童生徒が主体的に学ぶことができる授業づくりに向けて

－栄養教諭としてのかかわり方を探る－」

<内容>

・子どもが意欲的に授業に参加するために、栄養教諭の専門性をどう生かすか。

・栄養教諭として、授業のねらいを十分理解しているか （担任等との連携）。

・ 〃 子どもの気付きや感想を生かすよう工夫しているか。

（専門性を生かした教材製作）

・ 〃 子どもの実態に応じたわかりやすい言葉遣いや表現をしているか。

（児童生徒の実態把握）

③ 講義

テーマ： 食育を推進する授業のつくり方」「

講 師：知多市立知多中学校 教頭 早川美智子 先生

家庭科免許状を持つ講師から、模擬授業を交えながら 「生きる力」を育むための効果的な、

指導の仕方や子どもの思考がつながる授業づくりについての講義を行った。

下のグラフのように、参加者による事後アンケート結果からは 「課題が適切であった 「食、 」

に関する指導の参考になった」と評価している栄養教諭が多いことが明らかになった。

また、参加した栄養教諭の感想には 「講師から教科内容の説明があり、とてもよく分った、

ので、自分が参加できる場面が想像できた 「家庭科教員としての視点から考えることがなか」

ったので、講義が大変参考になった 「自分の中で疑問に思っていたことへの、解決への糸口」

が協議会の中で が協議会の中で見つかった」など、研修の持ち方やその内容について評

価する意見が多く見られた。

さらに 「広域の交流による情報交換ができ、とてもよい会だった 「他の栄養教諭の授業を、 」

見学する機会がないため、意見交換できてとても参考になった」など、セミナー開催の有効性

に関する意見も見られた。
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２　栄養教諭の専門生を生かした食に関する指導の在り方に

ついて参考になった。　　　　　　　

１　協議題は、今後も研究を深めたい課題であると思う。　　　　　

栄養教諭スキルアップセミナー（11/30）後のアンケートより

そう思う どちらかと言えばそう思う あまり思わない そう思わない



学校における食育の全県的な充実を図る取組
テーマ３

－「愛知県学校食育推進の手引<実践編>」の発行－

「愛知県学校食育推進の手引」を発行し、名古屋市立を除く県内昨年度、本事業の一環として、

様々な研修会にお小中学校、特別支援学校、市町村教育委員会、共同調理場等に配布し、今年度、

いて本手引を活用した研修を行った。内容としては、食に関する指導の全体計画や学年ごとの

年間指導計画、推進体制構築のための参考資料等、食育推進のための基本的な内容に、実践例

を加えたものであった。現在の県内での食育の進捗状況は多様である。これから積極的に取り

組もうとする地域や学校はもちろん、先進的に食育に取り組んでいるところでも、食育を推進

するため、また拡充するために、多様な実践例が参考になることは言うまでもない。そこで、

「学校食育推進の手引<実践篇>」を作成し、より多くより多様な実践例を示すことで、県本年度は、

内の学校における食育のさらなる拡充を目指した。

本手引作成にあたっては、資料作成委員会を設置し、編集作業を進めた。委員には、小中学

校の教頭・教諭、養護教諭、栄養教諭だけでなく、特別支援学校の教諭や栄養教諭も加わるこ

とで、幅広い実践例の掲載を目指した。内容としては、下のとおりである。

【学校食育推進の手引<実践編>】

１ 趣 旨

「学校食育推進の手引<実践篇>」を作成し、学校の日々の教育活動全体を通じて食育の

実践が組織的・計画的に積み上げられていくための考え方や手立て、具体的な実践例を示

し、県内の学校における食育のさらなる拡充を目指す。

２ 資料作成委員会の開催

教育事務所指導主事２名、小中学校教頭１名、教諭２名、養護教諭２名、栄養教諭６

名、特別支援学校教諭２名・栄養教諭１名及び愛知県教育委員会特別支援教育課・健康学

習課職員で組織して４回開催し、編集方針を検討したり、資料を取集したり、校正作業

を行ったりした。

３ 手引の内容

【 】愛知県学校食育推進の手引<実践編>

① 食をめぐる現状
・ 児童生徒をめぐる健康に関する状況
・ 教育行政が進める学校食育の状況
・ 学校食育の推進における学校給食の在り方
② 学校食育推進の支援体制を活用した食育の進め方
・ 支援体制づくりの進め方
・ 校内食育推進組織を構築した取組事例
・ 市町村教育委員会における取組事例
③ 学校・家庭・地域が連携した食育の進め方
・ 連携の基本的な考え方
・ 家庭と連携した取組事例
・ 地域と連携した取組事例
④ 学校給食を生きた教材として活用する食育の進め方
・ 学校給食の役割
・ 給食の時間における取組事例
・ 学校給食を生きた教材として活用した取組事例
⑤ 個別支援の進め方
・ 個別的支援の基本的な考え方
・ 肥満傾向・痩身傾向のある児童生徒への対応の取組事例
・ スポーツをする児童生徒への対応の取組事例
・ 学校給食における食物アレルギーのある児童生徒への対
応の取組事例

⑥ 特別な支援を要する児童生徒への食に関する指導の進め方と
事例
・ 基本的な考え方
・ 自立に向けた支援の取組事例
・ 家庭と連携した取組事例基本的な考え方



４ 配布先

県内で給食を実施しているすべての小中学校(名古屋市立小学校を含む)、特別支援学

校、定時制高等学校、市町村教育委員会、共同調理場、都道府県教育委員会

５ 取組事例の留意点

項目ごとに基本的な考え方のもと、市町村教育委員会、小中学校、特別支援学校と、

、 。 、さまざまな実施主体の取組事例を 食に関する指導の目標に関連付けて記載した また

取組事例には、栄養教諭等のかかわり方や活用できる場面を明記するよう工夫した。

６ その他

愛知県教育委員会ホームページ上で公開して実践例を示した。

次年度には、県教育委員会主催の新任給食主任研修会や、新規採用栄養教諭研修など、

多くの研修会において、本手 た内容を計画している。引きを活用し

テーマ１～３に共通する具体的計画

所管事務担当者会議(4/13)、 市町村教育委員会学校給食主小中学校新任給食主任研修会(5/11)、

管課長会議(5/23)及び学校食育推進者養成講座(8/24)等において、本県の学校食育の現状と課題、

今後の方向性について説明した上で、本事業についての趣旨や概要を説明するなどして、啓発活動

を行った。

また学校食育推進者養成講座において、テーマ１に関わる「H23学校食育推進モデル地域」である

安城市教育委員会の取組や愛知県学校給食優良校の食育の先進的な取組、また愛知県学校給食研究

大会(1/22)に於いて文部科学大臣学校給食優良校の食育の先進的な取組の実践発表も行った。

「学校における食育の推進に関する調査(H24/11実施)」結果より本事業における評価指標と考察 ※

【 ， 】① 朝食欠食率 < 22> < 24> 27までの目標値：小５：0％ 中２：3％以下H H H
小学生(５年)：２．４％ → １．６％

中学生(２年)：５．０％ → ４．５％

② 地場産物活用率 【 27までの目標値：４５％以上】H
< 22>３７．０％ → < 24>３８．８％H H

③ 朝食に野菜を食べている小中学生の割合【 27までの目標値：小５・中２ともに80％以上】H
< 22> < 24>H H

小学生(５年)：６０．９％ → ６７．３％

中学生(２年)：４７．０％ → ４８．３％

、「 」 、 、※ ①～③については あいち食育いきいきプラン2015 において 平成22年度を基準年とし

27年度に向けた目標値を設定し、本事業と並行して取り組んでいる。どの項目も目標値に向

朝食に野菜を食べている割合」ともに中学生のが伸び幅けて進捗しているが 「朝食欠食率 「、 」

が少ない。

④ 残食率 < 23> < 24>H H
小学校：６．３％ → ３．９％

中学校：５．８％ → ４．４％

※ ④については、具体的な目標値を設定していないが、順調に減少している。中学校の減少

幅が小学校に比べて小さいので、食に関する指導などにより減少させていきたい。

「食に関する指導の全体計画」作成率(小中学校）⑤

< 23>９１．８％ → < 24>９４．６％H H
「学年毎の食に関する指導の年間計画」作成率⑥

< 23>６６．０％ → < 24>６７．２％H H
校内食育推進委員会（又は準ずる組織）設置率⑦

< 23>３３．４％ → < 24>３６．６％H H



※ ⑤については、微増ながらほとんどの学校で、作成していることが明らかになった。⑥に

ついても、計画的・系統的な食に関する指導を行うためには欠かすことができないものなの

で、その必要性について理解を広げていきたい。⑦については、現段階では十分な値とは言

えず、栄養教諭等が個別に食に関する指導を行っている学校があると推測される。組織的な

食に関する指導が可能になるように、小中学校長会などへ推進組織の設置について理解を求

めていく必要がある。

本事業の成果

本県では、昨年度から本事業を受託し、食育の推進に取り組んできた。その一環として、昨年度末

県教育委員会としての食育に対する基本的なに「愛知県学校食育推進の手引」を作成・配付して、

「愛知県学校食育推考え方や学校における食育推進の支援体制づくりの考え方を示した。本年度は、

進の手引<実践編>」を作成・配付することで、各学校での、さまざまなテーマに応じた食に関する指

導の取組の幅を、一層広げる役割を果たすことができた。

また、昨年度の安城市や本年度の知多市のように、推進モデル地域での取組を「実践報告書」とし

て、県内に知らせることもできた。

このように、本事業に２年間取り組んだことで、県内の小中学校や特別支援学校における、食育推

進のための環境整備を進めることができたと考えている。

栄養教諭スキルアップセミナーに全県の栄養教諭が参加することで、さまざまな地域のさらに、

推進体制や具体的な取組について情報交換をおこない、力量を向上させたり実践の幅を広げたりす

るよい機会となった。

今後の課題（今回の事業を実施した結果、新たに見えた課題）

・ 本事業や県教育委員会が主催する行事などを通して、県内各地で食育の推進がなされてきている

という手応えを感じる一方で、食育推進に積極的に取り組んでいるとは言い難い地域や学校がある

ことも否定できない。また、前述の「食に関する指導の実態調査」結果においても、着実な進歩は

認めるものの、劇的な変化は見られなかった。

・ 昨年度モデル地域の安城市、本年度の知多市では、教育委員会が主導し市町村単位で取り組んで

いる地域では、関係機関と連携しながら、小中学校・調理場が歩調を合わせて取組を進めている。

このことからも分かるように、市町村教育委員会の姿勢が、地域の食育の推進に及ぼす影響は大で

ある。そこで、来年度は、市町村教育委員会に対する啓発や支援を一層強めていくとともに、担当

者に対する研修会を開催していきたい。

また、食育推進の中核となる栄養教諭は、職務の内容が地域や学校の環境などによって大きく異

なっており、地域や学校における食育への参画の実態も様々である。前述の研修会に栄養教諭が出

席し、他の市町村の実態を参考にしながら、教委担当者とともにその地域に応じた推進体制を構築

していくことが重要であると考える。

・ 食育は生涯にわたって行われていくものである。県内の小中学校で食育の推進がなされているの

に対して、学校給食の実施されていない高等学校での食育は、組織立った推進がほとんど進められ

ていないのが現状である。また、高校生は自分で食事を選択する機会が増えたり、食事を自分で作

る能力も身に付いたりする年齢でもあるが、朝食欠食率(7.5％)は中学生の数値(4.5％)を大きく上

回るのが現状である。この高校生の時期に食育を進めることは、義務教育期間に進めてきた食育の

成果を、成人期へと繋げていく上で大変重要であるといえる。

そこで、朝食の重要性などを啓発するリーフレット及び指導事例を作成し、県内の全高校生に配

布することで、食事の重要性に対する認識を高めていきたい。また、既存の研修に高等学校教員を

参加させ、高校での食育の重要性や義務教育諸学校での食育の現状を知らせることで、教科指導や

日常の食育の実践につなげていきたいと考える。


